
 

 

 

 

 

 ２学期が始まり、昼休み後や、放課後に、校舎内に合唱

練習の歌声が響くようになりました。思いを込めたハーモ

ニーや手話を目指し、実行委員やパートリーダーを中心と

して、練習に熱が入っています。また国語科や美術科など

の教科や、美術部では日頃の学習や活動の成果を発揮でき

るように、練習や準備に余念がありません。 

本年度のスローガンは「青空～平和のハトよ とべ！～」

です。生徒の歌への想い、平和への想いが、皆様に届くよ

うに願っています。また、２２日（土）の厚木愛甲地区中

学校文化連盟芸術祭音楽発表会にも参加する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の参観につきましては、改めて学校よりお知らせ

いたします。 

 ９月 22日（木）に、立会演説会を行って投票した結果、

新たな生徒会本部役員が決まりました。 

 

 

 

 

 

 

生徒会本部

役員に選出され

た３名の生徒

に、「これからの

緑中学校をどの

ようにしていきた

いか」インタビュ

ーしました。 

生徒会長 石橋遥さん 

「みんなが笑顔と挨拶が溢れるものにして、生徒会を身近な

ものにしていきたい」 

生徒会副会長 関野花菜さん 

「緑中の生徒みんなが思いやりを持ち、笑顔で過ごせる学校

にしていきたい」 

生徒会副会長 渡邉美知琉さん 

「みんなが自分のペースで学習できる教室環境をつくってい

きたい」 

９月２７日（火）に授業参観・第３学年の保護者会を行いまし

た。新型コロナ感染症対策のため、特別教室を使うなど、蜜を

避けながら授業を参観してもらう形を取りました。生徒たちは、

最初緊張しながらも普段通りに授業に取り組むことができまし

た。授業参観に来ていただきありがとうございました。 

 

 

９月14日（水）、

５時間目の授業中

に、予告なしで避

難訓練を行いまし

た。地震の発生後、

二次災害で火災が

発生したという設

定での避難訓練で

した。生徒は驚い

た様子でしたが、

即座に状況を理解し、冷静に判断し、行動していました。 

火災時には、煙で一酸化中毒が発生する恐れがあります。

そのことを考え、口をハンカチやタオルでおおい、火元か

ら離れるように経路を選び、低い姿勢で避難する姿が見ら

れました。 

災害は、いつどの

ような状況で発生

するか分かりませ

ん。いざという時

には、自分の命は

自分で守れるよう

にすることが大切

です。そのために、

日ごろからの訓練

が必要です。 

 今年度も、緑中学校では、生徒一人ひとりの学力向上の

ために、校内研究を進めています。 

９月 15日（木）に第３回校内研究会を行い、11月に外

部講師を招いて実施予定の社会科の研究授業に向けて、全

職員で授業のねらいを実現するための授業づくりについ

て検討をしました。 

 生徒たちが主体的に学ぶためにどのような授業展開を

するとよいか。様々なアイディアが出ました。全員で検討

し、授業後に協議をする過程をとおして、生徒一人ひとり

の資質・能力を育んでいきます。 
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昨年度の全校手話合唱 

授業参観・進路説明会 学力向上のために 

災害から身を守る準備 

会長       石橋 遥 さん 

副会長（２年生） 関野 花菜 さん 

副会長（１年生） 渡邉 美知琉 さん 


